
このコーナーは、市民の皆さんからの
お便りにお答えする「つながる」掲示板です。
広報ながさきの感想やまちづくりに関するご意見を
プレゼントクイズのコーナーにお寄せください。
掲載されたかたには、図書カードをプレゼントします。

Communication  

掲示板

市役所の前にある表札「長崎市役所　長崎市議会」の書体は何ですか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　（鳴見町・70代のかた）

近代活版印刷の祖・本
もと

木
き

昌
しょう

造
ぞう

ゆかりの文字です。

　本木昌造は、長崎市出身のオランダ通詞（通訳）でしたが、活字製造や活版印
刷のほか多方面に活躍した人物です。市役所の銘板は、本木昌造が西

にしどうせん

道仙、松田
源五郎らと明治6年に創刊した「長崎新聞」の紙面の文字から採りました（現在
の長崎新聞とは異なります）。
　ちなみに、西道仙は長崎区会の初代議長を務め、松田源五郎は第十八国立銀行の
創業者で、長崎商法会議所（長崎商工会議所の前身）の初代会頭を務めた人物です。

正面玄関内の「定礎」の書体も本木昌
造の活字を使用した日本初の地方紙

「崎
きようざっぽう

陽雑報」の紙面から採りました。

応募方法
①○○○○に入る答え ②住所 ③氏名 
④年齢 ⑤電話番号 ⑥興味を持った
コーナー名 ⑦広報ながさきの感想や
まちづくり全般の意見を、市ホーム
ページかはがきで。（8月31日㊍締切）

今月はご覧の商品をプレゼント‼︎

尾曲がり猫がデザインされた Tシャツ。
幸運を引っ掛けるかぎしっぽで、平和を
導いてくれるようにとの願いが込められ
ています。

10名様にプレゼント

〔市ホームページ〕トップページ「市民
参加」の「プレゼントクイズ」
〔はがき〕〒850-8685 （住所は記載不要）
長崎市役所「広報ながさき」プレゼント係
発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきま
す。お便りは、広報紙などで紹介する場合があります。

【7月号の答え】 
そうめん

６月号には537通
のお便りをいただ
きました。ありが
とうございました。

今月のプレゼント

クイズ

（ヒントはP11）
答え

出島○○○○

市が誇るブランド牛の名前は？

『PeaceなねこTシャツ（L）』
（公財）長崎平和推進協会

※個人情報はプレゼントの発送に使用します。また、意見の内容によっては担当課に情報提供する場合があります。

長崎平和推進協会

☎ 844-9922

長崎新聞第１号（明治6年）
（長崎歴史文化博物館 蔵）
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　江戸時代の日本では、木の板に文字や絵を彫り、
版画のようにページを印刷する木版印刷が主流で
した。本木昌造は、通詞として海外の書物や技術
に触れる中で、文字が整然と並ぶヨーロッパの活
版印刷に関心を持ち、日本での普及を夢見ました。
　活版印刷は、文字や記号を 1 文字ずつ彫った

「活字」を組み合わせて印刷するので、効率的に版
を組むことができます。
　しかし、日本語は画数の多い漢字や曲線の多い
カナで構成され、文字の種類も膨大。活字の製造
は苦難の連続でした。
　明治2年に上海からアメリカ人技師ガンブルを
招いて新しい技術を習得すると、翌年に日本初の
民間活版所である新町活版所を設立しました。
　本木昌造は後進の育成と活版印刷の普及にも熱
心でした。弟子の平野富二が東京に長崎新塾出張
活版製造所（後の東京築地活版製造所）を開くな
ど、門弟により「本木活字」は全国へ広がり、本木
昌造は近代活版印刷の祖とも言われています。

日本国米
め り け ん

利堅合衆国
和親条約の本木昌造
の自筆毛筆サイン

（江戸東京博物館 蔵）
「タイポグラフィ論攷」
板倉雅宣／著 朗文堂
から引用

日本の近代活版印刷の祖・本木昌造

本木昌造の活躍は多方面に
　本木昌造は、ロシアのプチャーチン
やアメリカのペリー来航時に通訳を
務めました。日米和親条約には本木
のサインが残っています（右図）。
　また、浜町と築町の間に鉄

くろがね
橋
ばし
（通称

「てつばし」）を建設したり、津波で沈
没したロシア船の代替船の建造や、海
軍伝習所の開設にも関与しました。
あるときは、船長として航海中に暴風
雨に遭い、平野富二と漂流、八丈島へ
漂着したこともあります。ちなみに、
平野富二は石川島造船所（現在の
IHI）を設立した人物です。
　大河ドラマのような波乱の生涯を
送った本木昌造は、明治8年に51歳
で亡くなりました。墓は大光寺にあ
り、市指定史跡となっています。
　幕末、明治の変革期にあって、時代
を先取りし、さまざまな挑戦を続けた偉人・本木昌造。
　来年、生誕２００周年を迎えます。

（大型事業推進室 ☎829-1411）
（長崎学研究所 ☎818-8388）

ちょこっと

恐竜が生きていた中生代で最も有名な空飛ぶ爬
はちゅう

虫類です。翼を広げ
た状態の大きさは5メートル以上にもなると推定され、今生きている
どの鳥類よりも大きい体で空を飛んでいました。よくティラノサウ
ルスやトリケラトプスと一緒に描かれることがありますが、実はプ
テラノドンは彼らより少し前に生きていました。

『プテラノドン』

【学芸員】
  小平さん

恐竜博物館 ☎898-8000
問い合わせ

（分類）翼
よくりゅうもく

竜目・プテラノドン科/（産地）アメリカ/（時代）白亜期長崎かんぼこ王国推進委員
会は、長崎かんぼこの消費
拡大やブランド化に取り組
んでいます。長崎かんぼこ
王国初代国王の田上前市長
から第２代国王の鈴木市長
へバトンが引き継がれまし
た。

◀︎本木昌造の肖像
提供 長崎県印刷工業組合
	 本木昌造顕彰会
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